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薬剤在庫管理システムのインストール方法について説明します。

薬剤在庫管理システムをインストールするマシンは、以下のオペレーションシステムの前提とします。

Ubuntu16.04

Ubuntu18.04

インストールするサーバはインターネットに接続できる状態にあるものとします。
また、薬剤在庫管理システムで使用する8080番ポートは開放済みであるものとします。

薬剤在庫管理システムのインストールパッケージ(拡張子.deb)を予め入手しておきます。
以下の手順では ~/orcastock.deb に配置しているものとします。

また、本手順書の作業を実施するためには、「PostgreSQLの orcastock ユーザのパスワード」を事前に用意す
る必要があります。 特に制約はありませんので、PostgreSQLのパスワードとして利用可能な文字列を用意くだ
さい。

ORCAプロジェクトのパッケージを利用するため、公開鍵をapt-keyに追加します。
以下のコマンドを実行し、apt-lineの公開鍵を取得、追加します。

$ wget -q https://ftp.orca.med.or.jp/pub/ubuntu/archive.key
$ sudo apt-key add archive.key

次に以下のコマンドを実行し、ORCAプロジェクトのパッケージを取得するためのapt-lineを追加します。

$ sudo wget -O /etc/apt/sources.list.d/jma-receipt-xenial50.list https:
//ftp.orca.med.or.jp/pub/ubuntu/jma-receipt-xenial50.list

$ sudo wget -O /etc/apt/sources.list.d/jma-receipt-xenial51.list https:
//ftp.orca.med.or.jp/pub/ubuntu/jma-receipt-xenial51.list

$ sudo wget -O /etc/apt/sources.list.d/jma-receipt-bionic51.list https:
//ftp.orca.med.or.jp/pub/ubuntu/jma-receipt-bionic51.list

最後に以下のコマンドを実行し、パッケージデータベースを更新します。

$ sudo apt-get update

インストール

前提・事前準備

想定するセットアップ環境

事前準備

セットアップ手順

ubuntu-16.04-日レセVer5.0の場合

ubuntu-16.04-日レセVer5.1の場合

ubuntu-18.04-日レセVer5.1の場合

インストール



予め入手している薬剤在庫管理システムのインストールパッケージ(orcastock.deb)をインストールします。

インストールパッケージ(orcastock.deb)をダブルクリックすると、ソフトウェアのインストール画面が表示さ
れます。 「インストール」ボタンを押してインストールを実行します。特権ユーザの権限が必要となりますの
で、パスワードの入力を要求された場合は適宜入力します。

以下のコマンドを実行します。gdebiコマンドがすでにインストールされている場合は1行目は不要となります。

$ sudo apt-get install -y gdebi
$ sudo gdebi ~/orcastock.deb

上記を実行することで、orcastockユーザが作成され、またアプリケーションの実行に必要なファイルが以下の
ディレクトリに配置されます。

/home/orcastock/ ... orcastockユーザのホームディレクトリ

/var/services/orcastock ... 薬剤在庫管理システムが配置される

以下のコマンドを実行し、薬剤在庫管理システムの初期セットアップを行います。

$ sudo /var/services/orcastock/files/setup.sh

スクリプトを実行すると、質問が表示されます。以下を参考に入力します。 以下は新規でデータベースのイン
ストールを行う場合の入力例です。

 $ sudo /var/services/orcastock/files/setup.sh
薬剤在庫管理システムのセットアップを開始します
========================================================================================================
薬剤在庫管理システム用に新規でデータベースのインストールするか、既存のデータベースを利用するかを選択してください。
  データベースのインストールを行いますか？(y/N) y    ← y を入力
  > データベースのインストールを行います。
========================================================================================================
続いて作成するデータベースの接続情報を入力してください。
  データベース接続ユーザ: orcastock
  データベース接続パスワード:                      ← 予め用意しておいたDB接続用パスワードを入力
  > 確認用にもう一度入力してください。
  データベース接続パスワード(確認用):               ← パスワードを再入力
========================================================================================================
データベースをインストールする準備が整いました。
インストールを開始します。
  :
 (中略)
  :
========================================================================================================
構成情報の確認を行います。
データベース起動状態      .....................   OK
データベース自動起動設定   .....................    OK
データベース接続の確認    .....................    OK
アプリケーションの起動状態 ..................... OK
アプリケーション自動起動設定..................... OK

>(SUCCESS) 薬剤在庫管理システムのセットアップが完了しました。

セットアップが正常に完了すると、薬剤在庫管理システムはすでに起動済みの状態となります。 Webブラウザ
で、薬剤在庫管理システムをインストールしたマシンの8080番ポートにアクセスし、薬剤在庫管理システム画
面が表示されることを確認してください。

GUI環境の場合

CUI環境の場合

アプリケーションのセットアップ



なお、Ubuntu14.04の場合は、OS起動時に自動起動する設定にはなりません（上記、実行結果にも自動起動に
関する内容は出力はれません）

日レセ5.0では、デフォルトの状態では薬剤在庫管理システムと連携するためのAPIが無効化されています。
薬剤在庫管理システムと連携させるには、日レセのサーバ上で有効化プログラムを実行します。

## ミドルウェア更新をおこなう
## (ミドルウェアのバージョンが低い場合、連携することができません)
$ sudo apt-get update
$ sudo apt-get dist-upgrade

## 作業ディレクトリに移動する(ここでは/tmpとする)
$ cd /tmp/

## 有効化プログラムを取得する
$ wget https://ftp.orca.med.or.jp/pub/data/receipt/tec/api/haori/install_onpremise.tgz

##　tgzファイルを解凍する
$ tar xvfz install_onpremise.tgz

## 有効化プログラムを実行する
$ sudo -u orca bash ./install_onpremise.sh

## 日レセを再起動する
$ sudo service jma-receipt restart

注意!
上記手順の実行後、日レセの「プログラム更新」を行うと、有効化したAPIが再度、無効化されてしまいます。
このため、日レセの「プログラム更新」を行った際には必ず上記手順を実行し、薬剤在庫管理システムとの連携
APIを有効化する必要があります。

将来的には、日レセバージョンアップにより上記手順が不要となる予定です。

薬剤在庫管理システムをインストール後、 新しいバージョンにバージョンアップするには新しいバージョンの
インストールパッケージ(orcastock.deb)を入手して、以下の手順を実行します。

インストールパッケージ(orcastock.deb)をダブルクリックします。

以下のコマンドを実行します。

$ sudo gdebi ~/orcastock.deb

薬剤在庫管理システムの起動・停止・状態確認等の管理は以下のコマンドで行います。

状態確認

$ sudo service orcastock status

起動

日レセと連携するための有効化設定

薬剤在庫管理システムのバージョンアップ手順

GUI環境の場合

CUI環境の場合

薬剤在庫管理システムの管理コマンド

Ubuntu 14.04 の場合



$ sudo service orcastock start

停止

$ sudo service orcastock stop

薬剤在庫管理システムの起動・停止・状態確認等の管理は以下のコマンドで行います。

状態確認

$ sudo systemctl status orcastock

起動

$ sudo systemctl start orcastock

停止

$ sudo systemctl stop orcastock

自動起動ON

$ sudo systemctl enable orcastock

自動起動OFF

$ sudo systemctl disable orcastock

薬剤在庫管理システムでは、登録された情報はすべてPostgresSQLデータベースに格納しています。
システムのバックアップは以下の手順で行います。

## まずシステムを停止する
$ sudo systemctl stop orcastock

## PostgresSQLの内容をファイルにダンプする
$ sudo -u orcastock pg_dump -Fc orcastock_prod > orcastock.dump

## システムを起動
$ sudo systemctl start orcastock

バックアップを復元する場合は以下の手順で行います。

## まずシステムを停止する
$ sudo systemctl stop orcastock

## いったん保存されている内容をクリアする
$ sudo -u orcastock dropdb orcastock_prod

## 改めて薬剤在庫管理システム用の領域を作成する
$ sudo -u orcastock createdb -T template0 -E UTF8 orcastock_prod

## ダンプファイルをインポートする
$ sudo -u orcastock pg_restore -x -O -d orcastock_prod orcastock.dump

## システムを起動
$ sudo systemctl start orcastock

なお、上記バッグアップ・リストア手順における、システムの停止、起動コマンドはUbuntu16.04用のものを記

Ubuntu 16.04 の場合

薬剤在庫管理システムのバックアップ・リストア



載しています。 Ubuntu14.04で実施する場合は、それぞれUbuntu14.04用のコマンドに読み替えて実行してくだ
さい。

目次にもどる

https://html2pdf.com/files/415yo1imu0e0xtof/o_1d4rv4oqa16uvlod9ml1p9bi7gb/00_index.html


薬剤在庫管理システムの初期セットアップ方法について説明します。
 

前提として、システムのインストールが完了し、システム管理者ユーザでのログインができる状態であるものと

します。

Webブラウザで薬剤在庫管理システムにアクセスします。例えば、薬剤在庫管理システムを 192.168.1.2 という
ホストで動かしている場合、ブラウザのアドレスバーに http://192.168.1.2:8080/ と入力します。

ログインボタンをクリックすると、入力フォームが表示されます。

ここでは、システム管理者としてログインするため以下のように入力します。

項目名 値

ログインID sysadmin

初期セットアップ

利用開始



項目名 値

パスワード bieChoh3Eik9

ログインに成功すると「ようこそ! システム管理者さん」と表示されます。

薬剤在庫管理システムでは、日医標準レセプトシステム(以下、日レセ)と連携し、日レセで登録された処方デー
タを取り込むことができます。日レセとの連携を行う場合は、メニューより「日レセ接続設定」を選択し、接続

情報の登録を行います。

日レセとの連携には日レセAPIを利用します。以下の表に従い日レセAPIの接続に必要な項目を入力し、「テス
ト接続」ボタンをクリックします。接続に成功するとテスト接続状況欄に「✓成功」と表示されます。

項目名 必須 説明

接続先URL ◯ 日レセAPIの接続先エンドポイントURLを指定します

ユーザ名 ◯ 日レセAPIの実行ユーザを指定します

日レセ接続設定



項目名 必須 説明

パスワード ◯ 日レセAPIの実行ユーザのパスワードを指定します(注1)

証明書の検証
日レセAPIにHTTPSを利用する場合に、接続先サーバのSSL証明書の検証
を行うかどうか

CA証明書ファイ
ル

日レセAPIにHTTPSを利用し、かつサーバ証明書の検証を行う場合に利用
するCA証明書ファイル

SSLクライアント
認証

日レセAPIがクライアント証明書で保護されている場合にチェックする

証明書ファイル 日レセAPIの呼び出しに利用するクライアント証明書ファイル(注2)

秘密鍵ファイル 日レセAPIの呼び出しに利用するクライアント証明書の秘密鍵ファイル

秘密鍵パスフレー

ズ

日レセAPIの呼び出しに利用するクライアント証明書の秘密鍵をパスフレ
ーズで保護している場合に入力する。パスフレーズを解除している場合は

入力不要

注記

1. 日レセクラウド版を利用する場合はAPIキーを指定してください。

2. PKCS12形式ではなく、PKCS12形式のファイルに含まれる証明書ファイル(一般に拡張子としてcrt、
pem、der等が用いられる)を指定してください。

実際の在庫管理業務を始めるにあたっては、まず医院情報を作成します。メニューより「医院管理」を選択しま

す。

「新規医院追加」ボタンをクリックすると、医院登録画面が表示されます。

医院登録



以下の表に従い医院の情報を入力し、「登録する」ボタンをクリックします。項目はすべて入力必須となりま

す。

項目名 説明 初期値

医院名称 医院の名称を指定します なし

在庫管理単

位

在庫の管理を、医薬品単位で行うか・医薬品のロット単位で行うかを指

定します(注1)
医薬品単位

入庫倉庫選

択
仕入登録時にどの倉庫の在庫として登録するかを指定します(注2) 自動選択

自動出庫可

否
医薬品ごとに指定する自動出庫可否の初期値を指定します(注3)

自動出庫対

象とする

発注候補閾

値
発注管理画面で発注候補とするかどうかの閾値を指定します(注4) 1.2

使用期限警

告期間

仕入登録時に、使用期限の近い医薬品があった場合に警告を表示するた

めの期間(=月)を指定します(注5)
3

デッドスト

ック期間

デッドストック一覧画面に、デッドストックとして表示するための期間

を指定します(注6)
6

初期ユーザ
この画面で登録する医院の在庫管理を行うためのユーザを登録します(注
7)

なし

注記)

1. ロット単位での在庫管理は、バーコードスキャンによるロット情報の読み取りが前提となります。

2. 自動選択を指定した場合は、すでに在庫登録がある倉庫を優先し、どの倉庫にも在庫登録がない場合は予
め設定した倉庫の優先順位の最も高い倉庫の在庫として登録します。固定を選択すると必ず特定の倉庫の

在庫として登録します。

3. 自動出庫可に設定した医薬品は、日レセから連携された処方がある場合に、一括出庫登録ボタンにより処
方された数量分の出庫を行うことができます。自動出庫不可に設定した医薬品の場合、個別に数量を指定

して出庫登録する必要があります。



4. 医薬品ごとに予め登録した発注点×閾値を在庫数が下回ると、発注画面に発注候補として表示されます。発
注点としては、医院に確保しておきたい在庫数を、閾値としては発注から仕入までのタイムラグを考慮し

た係数を設定してください。

5. 仕入登録時に、医薬品の使用期限がここで指定した月数以内であれば、警告メッセージを表示します。な
お、使用期限の読み取りはバーコードスキャンにより行われます。

6. ここで指定した月数以上、出庫が行われていない医薬品をデッドストックとして表示します。

7. 医院の在庫管理を行うためにはシステム管理者とは別のユーザを作成する必要があります。

「登録する」ボタンをクリックし登録が完了すると、ログイン画面が表示されます。作成した初期ユーザでログ

インし、在庫管理業務を開始することができます。

薬剤在庫管理システムでは、入庫・出庫等の在庫管理業務においてバーコードリーダを用いて医薬品の登録を行

うことができます。薬剤在庫管理システムは以下の形式のバーコードを認識することができます。

GS1 DataBar

GS1-128

JANコード

バーコードリーダの機種選定にあたっては以下をご確認ください。

上記の形式のバーコードを認識できること

利用するPCに接続可能であること

検出したバーコードをキーボード入力として扱えること

製造番号、有効期限を含むバーコード(注1)をスキャンした際に FNC1 を以下の文字のいずれかとして送信
できること

文字 説明

/ スラッシュ

: コロン

* アスタリスク

, カンマ

. ピリオド

(FNC) 括弧開 FNC 括弧閉

(FNC1) 括弧開 FNC1 括弧閉

(GS) 括弧開 GS 括弧閉

<FNC> 不等号小なり FNC 不等号大なり

<FNC1> 不等号小なり FNC1 不等号大なり

バーコードリーダのセットアップ



文字 説明

<GS> 不等号小なり GS 不等号大なり

注記)

1. 医薬品に用いられる製造番号、使用期限を含むバーコードには、次のものがあります。
GS1-128, GS1 Databar Limited CC-A, GS1 Databar Stacked CC-A

バーコードリーダのセットアップに関しては、ご利用の機種のマニュアル等を参照ください。

目次にもどる

file:///Users/ketanaka/vagrants/vm.orcastock/project/orca-stock/docs/manual/html/00_index.html


薬剤在庫管理システムのマスタ設定について説明します。
 

前提として、システムの初期セットアップが完了し、医院ユーザとしてログインできる状態であるものとしま

す。

在庫管理業務を開始するにあたり、まず医薬品のマスタをインポートする必要があります（初期状態では医薬品

のマスタは入っていません）。また、制度改正等で医薬品マスタにあった場合も同様の手順で医薬品マスタを更

新することができます。

メニューより「医薬品マスタ」を選択します。

「マスター更新」ボタンをクリックするとマスタ更新画面が表示されます。この画面で「マスター更新開始」ボ

タンをクリックするとマスタ更新が開始されます。なお、医薬品マスタを取得するにはインターネットに接続で

きる環境が必要になります。

マスタ設定

医薬品マスタ設定



マスタ更新開始が開始されると「マスター更新を開始しました。処理結果を確認するには画面を再読込してくだ

さい。」というメッセージが表示されます。「画面を再読込」ボタンをクリックすると更新履歴欄にマスタ取込

処理の処理状況が表示されます。

なお、マスタ取込には30分程度の時間がかかります（実際の処理時間は通信状況や実行するマシンの性能より
前後します）。処理が完了すると処理状況欄に「取込完了」と表示されます。

マスタ取込を行った後、医薬品を利用する上で必要な情報の登録を行います。この操作を「医薬品品登録」と呼

びます。なお、医薬品登録は仕入登録や旧薬剤在庫管理システムからのデータ移行により自動で行うこともでき

ますので、利用開始時にこの手順を実行する必要はありません。

医薬品登録を行うにはメニューより「医薬品マスタ」をクリックし、表示される医薬品マスタ設定画面にて、種

類：未登録医薬品を選択し「検索する」ボタンをクリックします。

医薬品登録されていない医薬品の一覧が表示されますので、登録したい医薬品の「医薬品登録」リンクをクリッ

クします。なお、登録したい医薬品がページ内に含まれない場合、医薬品名、レセ電コードを指定して抽出する

ことができます。

医薬品登録画面が表示されます。登録内容については「5章 仕入・出庫」を参照してください。

医薬品登録



マスタ取込でインポートした医薬品マスタに含まれない薬剤(保険適用外の薬剤等)の在庫管理を行うには、医院
独自の薬剤(=独自薬剤)として医薬品の登録を行う必要があります。

独自薬剤の登録を行うにはメニューより「医薬品マスタ」をクリックし、表示される医薬品マスタ設定画面に

て、種類：独自薬剤を選択し「検索する」ボタンをクリックします。

独自薬剤の一覧が表示されます。初期状態では何も登録されていません。新規で独自薬剤の登録を行うには「独

自薬剤登録」ボタンをクリックします。

以下の表に従って基本情報欄を入力し「登録する」ボタンをクリックすると、独自薬剤として登録されます。登

録情報欄については、通常の医薬品と同様に入力してください。

項目 説明

レセ電コード 医薬品のレセ電コードを入力します(注1)

医薬品名 医薬品の名称を入力します

医薬品名カナ 医薬品名カナを入力します

独自薬剤登録



項目 説明

使用区分 医薬品の使用区分をリストボックスから選択します

薬価 医薬品の薬価を入力します。なお、仕入値は仕入登録時に登録します

規格単位 規格単位を入力します。省略可能です

デフォルト単位 医薬品の在庫管理の単位を指定します

注記)

1. 日レセから処方の連携を行う場合、日レセで登録しているレセ電コードにあわせておく必要があります。
レセ電コードの先頭3桁はプルダウンから選択し、末尾6桁をテキスト入力します。

独自薬剤の登録後、通常の医薬品と同様に医薬品パッケージ情報の登録を行うことができます。登録内容につい

ては「5章 仕入・出庫」を参照してください。

医薬品の仕入登録を行う際に指定する仕入先を登録します。
 

なお、仕入先マスタは旧薬剤在庫管理システムからのデータ移行により登録することもできます。データ移行を

行う場合の手順は次章にて説明します。

仕入先の登録を行うにはメニューより「仕入先マスタ」をクリックします。

「新規作成」ボタンをクリックすると、仕入先登録画面が表示されます。

仕入先マスタ設定



以下の表に従って入力し「登録する」ボタンをクリックすると、仕入先として登録されます。

項目 説明

仕入先正式名

称
仕入先の名称を入力します。この名称は仕入先マスタ上でのみ使用されます

仕入先略称
仕入先の略称を入力します。この名称が仕入登録等の各業務画面にて表示される名称と

なります

消費税区分 仕入登録時に入力する金額を税込み金額とみなすか税抜き金額とみなすかを指定します

仕入先一覧画面の「表示順設定」ボタンをクリックすると、仕入先の表示順を変更することができます。

薬剤在庫管理システムでは、医院内の在庫を保管場所別に管理することができ、保管場所を「倉庫」と表現して

います。保管場所別に在庫を管理する必要がない場合は、デフォルトで登録されている倉庫１のままで利用くだ

さい。２つ以上の倉庫で管理する場合は、メニューより「倉庫マスタ」を選択します。

倉庫マスタ設定



「新規作成」ボタンをクリックすると、倉庫登録画面が表示されます。

倉庫名称を入力して「登録する」ボタンをクリックすると、倉庫が追加されます。

複数の倉庫を利用する場合、どの倉庫を優先して入庫・出庫するかを指定するための「優先順位」を指定するこ

とができます。倉庫をリスト表示するための並び順も優先順位順となります。

なお、処方に対する医薬品の出庫をどの倉庫から行うかについては、倉庫の優先順位に加えて、診療科別にルー

ルを指定することができます。詳しくは診療科マスタ設定を参照ください。

倉庫の優先順位を指定するには「優先順位設定」ボタンをクリックします。



表示されたダイアログ上で「↑」「↓」ボタンをクリックし、倉庫の優先順位を指定します。リストの上がより優
先順位が高い倉庫となります。「適用する」ボタンをクリックすると優先順位が登録され、指定した順序で倉庫

の一覧が表示されます。

薬剤在庫管理システムでは、制度改正等によりレセ電コードが変更になった場合の、旧レセ電コードから新レセ

電コードへの変換をサポートしています。具体的には、以下の機能において旧レセ電コードから新レセ電コード

の変換を行います。

画面から旧レセ電コードを指定して医薬品を検索した場合(ただし、この場合は画面上で旧レセ電コードの
医薬品も選択可能です)

日レセから旧レセ電コードの処方を受け取った場合(この場合は、自動的に新レセ電コードの医薬品の処方
として処理されます)

それ以外の機能では、旧レセ電コードから新レセ電コードへの変換は行われません。例えば、登録済みの医薬品

在庫は旧レセ電コードのままとなりますので、必要に応じて別途、新レセ電コードへの変換を実施ください。

薬剤変換の登録を行うにはメニューより「薬剤変換マスタ」をクリックします。

薬剤変換マスタ設定



「新規作成」ボタンをクリックすると、薬剤変換登録画面が表示されます。

新・旧レセ電コードを入力し「登録する」ボタンをクリックすると登録完了となります。

薬剤在庫管理システムでは、日レセから取り込んだ処方に対する医薬品の出庫を、どの倉庫から優先的に行うか

のルールを、診療科別に指定できます。逆に、倉庫一つで運用する医院においては診療科マスタの設定は必要あ

りません。

診療科マスタを設定するにはメニューより「診療科マスタ」をクリックします。

「新規作成」ボタンをクリックすると、診療科登録画面が表示されます。

診療科マスタ設定



診療科コード、診療科名称を入力し「登録する」ボタンをクリックします。診療科コードは日レセに登録してい

るものと同じコードにしておく必要があります。登録が完了すると、診療科一覧に追加されます。

続いて、該当の診療科の出庫優先順位を設定するために「優先順位設定」リンクをクリックし、出庫優先順位設

定画面を表示します。



該当の診療科の処方に対して、医薬品を出庫させたい倉庫を選択し「追加する」ボタンをクリックします。出庫

させたい倉庫が複数ある場合は、複数設定することもできます。追加した後で優先順位を変更したい場合は「優

先順位設定」ボタンをクリックすることで、優先順位を変更できます。優先順位の設定が完了したら「もどる」

ボタンで診療科一覧画面に戻ります。

なお、出庫優先順位は「複数の倉庫に在庫がある場合に、どの倉庫から優先して出庫させるか」という優先順を

与えるものであって、該当の倉庫からの出庫可否を決めるものではありません。ですので、ここで倉庫を設定し

なかったからとしても、その倉庫から出庫が行われることはあります（設定された倉庫のいずれにも在庫が存在

しない場合）。

薬剤在庫管理システムでは、ひとつの医院に対して複数の利用ユーザを作成することができます。ただし、ユー

ザごとに利用できる機能の制限等はありません。

ユーザの追加を行うにはメニューより「ユーザマスタ」をクリックします。

「新規作成」ボタンをクリックすると、ユーザ登録画面が表示されます。

以下の表に従って入力し「登録する」ボタンをクリックすると、ユーザが登録されます。

ユーザマスタ設定



項目 説明

ログインID ログイン画面で入力するユーザのログインIDです

名称 ユーザの名称を入力します。帳票出力時に印刷者名として出力されます

パスワード ログイン画面で入力するパスワードです。最低8文字以上で入力してください

目次にもどる
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薬剤在庫管理システムでは、旧システムからのデータ移行をサポートしています。以下の情報をインポートする

ことができます。

医薬品情報(医薬品の略称、仕入金額、発注点等の入力情報)

在庫情報

仕入先マスタ

旧薬剤在庫管理システム(PIMS)から、以下の手順に従いデータ移行用データ(data.zip)を作成します。

旧薬剤在庫管理システムで利用している設定ファイル(orca.properties)を配置します。
 

薬剤在庫管理システムの実行ユーザ(orcastockユーザ)が参照できる場所であれば配置先はどこでも構いません。
 

以下の例では /tmp/orca.properties に配置しているるものとします。

まず設定ファイルの内容を確認し、必要であれば適宜変更します。データエクスポートでは、以下の設定のみ使

用します。

orca_user=orca     # 旧薬剤在庫管理システムのデータベースの接続ユーザ 

orca_pass=orca     # 旧薬剤在庫管理システムのデータベースの接続パスワード 

orca_ip=127.0.0.1  # 旧薬剤在庫管理システムのデータベースのIPアドレス

設定ファイルと対象年月を引数で指定して、データ抽出ツールを実行します。
 

設定ファイルのパスは絶対パスで指定します。
 

対象年月は yyyymm 形式で指定します。省略した場合は現在の年月となります。

 $ /home/orcastock/pims_tool/pims_data_export ­f /tmp/orca.properties ­t 201809

実行結果として以下の内容が出力されます。

Wrote  xxx rows:               suppliers.tsv. 

Wrote  xxx rows:               medicines.tsv. 

Wrote  xxx rows:               stocks.tsv. 

Archived to Zip:               /home/orcastock/pims_tool/data.zip

実行結果に出力された /home/orcastock/pims_tool/data.zip がエクスポート結果ファイルになります。

旧システムからの移行データはZIPファイル形式となっており、その中身は以下のTSVファイルからなります。

在庫TSV

医薬品TSV

仕入先TSV

旧薬剤在庫管理システムからのデータ移行

データエクスポート

データインポート



基本的にZIP形式でインポートすることを想定していますが、移行元データの修正を行った場合などは個別に
TSVファイルを指定してインポートすることもできます。

旧システムからのデータインポートを行うには、メニューより「データインポート」をクリックします。

対象：すべて、ファイル：移行元システムからエクスポートしたZIPファイルを指定し、「アップロードする」
をクリックします。アップロードすると「データインポートを開始しました。処理結果を確認するには画面を再

読込してください。」とメッセージが表示されます。

インポート処理の所要時間は移行元のデータ量に応じて変わります。「状況を再読込」ボタンをクリックする

と、インポート状況欄が更新されます。インポート処理が完了すると処理状況欄に「取込完了」と表示されま

す。

インポートしたデータにエラーがある場合は「取込完了」リンクをクリックすることで、エラー内容を確認する

ことができます。

データエクスポート機能は、薬剤在庫管理システムに登録されているデータを、データ移行用ZIPファイルの形
式で出力するための機能です。

薬剤在庫管理システムからのエクスポート



メニューより「データエクスポート」をクリックし「ダウンロードする」ボタンをクリックするとZIPファイル
形式でダウンロードできます。

移行データを格納する３つのTSVファイル(在庫TSV、医薬品TSV、仕入先TSV)について、そのデータ形式を説
明します。

No. 項目名 説明 形式 例

1 対象年月 在庫情報の対象年月 文字列 201812

2 日レセ薬剤CD 該当医薬品の日レセ薬剤CD 文字列 621142001

3 単価 該当在庫の単価 数値 12.30

4 在庫数 該当在庫の在庫数 数値 52.000

No. 項目名 説明 形式 例

1 日レセ薬剤CD 医薬品の日レセ薬剤CD 文字列 621142001

2 業者ID 医薬品の仕入先の業者ID 数値 12

3 短縮名 医薬品の短縮名(薬剤品番) 文字列 as01

4 発注用P点 医薬品の発注を判断する在庫数 数値 100.000

5 自動出庫 医薬品の自動出庫設定(1.する、0.しない) 数値 1

6 数量 医薬品の数量(梱包数×包装数) 数値 100.000

7 単価 医薬品の単価 数値 12.30

ファイルフォーマット

在庫TSV

医薬品TSV



No. 項目名 説明 形式 例

8 医薬品名 独自薬剤の場合の医薬品名 文字列 水酸化カリウム溶液

9 医薬品名カナ 独自薬剤の場合の医薬品名カナ 文字列 カリウムヨウエキ

10 単位名 独自薬剤の場合の単位 文字列 ｍｌ

11 使用区分 独自薬剤の場合の使用区分 文字列 04

12 薬価 独自薬剤の場合の薬価 数値 32.10

No. 項目名 説明 形式 例

1 業者ID 仕入先業者のID 数値 12

2 業者コード 仕入先業者のコード 文字列 smg123

3 業者名 仕入先業者名 文字列 ◯◯◯◯◯◯薬品

4 業者短縮名 仕入先業者の短縮名 文字列 ◯◯◯◯

5 消費税フラグ 金額に消費税を含むかどうか(0:内税, 1:外税) 数値 1

目次にもどる

仕入先TSV
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薬剤在庫管理システムにおける、仕入登録、出庫登録について説明します。また仕入登録の結果として登録され

る、医薬品情報の確認方法についても説明します。 前提として、医薬品マスタの取込(マスタ更新)、および仕入
先マスタの登録が完了しているものとします。

薬剤在庫管理システムでは、仕入登録を行うことで医薬品の在庫登録を行います。まずはじめにメニューより

「仕入」をクリックします。

「仕入登録」ボタンをクリックすると、仕入登録画面が表示されます。

以下の表に従い入力を行い「明細入力へ」ボタンをクリックします。クリックすると明細入力欄が表示されま

す。伝票番号、仕入日は明細入力中に変更することもできます。

項目 説明

仕入・出庫

仕入登録



項目 説明

仕入先 仕入先をリストから選択します

伝票番号 仕入伝票の伝票番号を入力します

仕入日 仕入登録により医薬品を在庫登録する日時を指定します(注1)

注記)

1. 薬剤在庫管理システムでは在庫変動のタイムスタンプを管理しており、その履歴を時系列で確認すること
ができます。仕入登録自体は後から行うこともできますが、在庫変動の履歴を本来の順序で記録しておく

ためには正しい日時で登録することをお薦めします。

以下、仕入明細(医薬品～単価)の入力方法について説明します。

医薬品名、またはバーコードリーダでスキャンした医薬品のバーコード情報を入力し、検索(虫眼鏡)ボタンをク
リックします。

医薬品名を入力した場合
 

医薬品名を指定した場合、該当の医薬品名にマッチする医薬品を選択するための医薬品選択モーダルが表示され

ます。該当する医薬品の「決定」ボタンをクリックすることで選択完了となります。

なお、入力した医薬品名に該当する医薬品が1件しか存在しない場合は医薬品選択モーダルは表示されずに選択
完了となります。医薬品名に該当する医薬品が13件以上ある場合は、医薬品選択モーダルには12件まで表示さ
れ、13件目以降は表示されません。該当の医薬品が表示されていない場合はキーワードを追加して検索結果を
絞り込んでください。

明細入力

医薬品



バーコードを入力した場合
 

バーコードを入力した場合は、そのバーコードの登録状況によって振る舞いが変わります。バーコードの登録状

況には以下の３パターンがあります。

1. 該当のバーコードを利用登録済み

2. 該当のバーコードの利用登録は行っていないが、バーコードマスタには登録済み

3. 該当のバーコードの利用登録は行っておらず、バーコードマスタにも登録がない

なお、「利用登録済み」とは薬剤在庫管理システムにて以前に該当のバーコードの医薬品の仕入登録を行ってい

る状態を指します。「バーコードマスタ」とは、医薬品のマスタ更新時に取り込まれるマスタで、流通している

バーコードの情報を集めたものです。バーコードの追加は頻繁に行われているため、タイミングによっては流通

している医薬品であってもバーコードマスタに登録がない場合があります。

それぞれのバーコードの登録状況に応じて次のように動作します。

1. 該当のバーコードを利用登録済み
 

医薬品、およびパッケージが特定され、それぞれ選択状態になります。医薬品選択モーダルは表示されません。

2. 該当のバーコードの利用登録は行っていないが、バーコードマスタには登録済み 医薬品選択モーダルが表示
されますが、検索結果はなしとなります。医薬品選択モーダル上の「バーコードを登録」ボタンが有効になって

いるので、これをクリックし医薬品パッケージ登録モーダルを表示します。



「バーコードを登録」ボタンをクリックすると、医薬品パッケージ登録モーダル上にバーコードマスタから取得

した情報が表示されます。

「パッケージ登録」ボタンをクリックすると、該当のバーコードの利用登録が完了し、医薬品、およびパッケー

ジが選択状態となります。

3. 該当のバーコードの利用登録は行っておらず、バーコードマスタにも登録がない

医薬品選択モーダルが表示されますが、検索結果はなしとなります。ここまではバーコードマスタに登録がある

場合と同じですが、医薬品選択モーダル上の「バーコードを登録」ボタンをクリックして医薬品パッケージ登録

モーダルを表示しても、医薬品の情報が表示されません。この場合は、医薬品マスタ管理画面から医薬品を特定

した上でバーコードの登録を行う必要があります。



在庫を管理する単位として「ロット」を選択している場合、かつ製造番号(=ロットNo)のついた医薬品の場合、
ロットNoを入力します。それ以外の場合(在庫を管理する単位として「医薬品」を選択している場合や、製造番
号のつかない医薬品の場合)、ロットNoを入力する必要はありません。

なお、バーコードリーダを用いて製造番号(=ロットNo)/有効期限を含むバーコードをスキャンした場合は、自動
的にロット入力欄/有効期限入力欄に値が反映されます。

ロットNoを手動で入力する場合
 

該当の医薬品について、過去にロットを指定して仕入登録を行っている場合、セレクトボックスに過去に入力し

たロットNoが表示されます。該当の医薬品を初めて仕入登録する場合や、セレクトボックス内に該当するロッ
トNoが含まれない場合は「新規ロットNo入力」を選択し、ロットNo入力エリアに入力します。あわせて有効期
限も入力します。

ロットNoを入力しない場合
 

「ロットなし」を選択した状態にしておきます。

薬剤在庫管理システムでは、流通のために医薬品が一定数量で梱包されたものを「パッケージ」と呼びます。仕

入登録時には、パッケージ単位で仕入数、単価を入力します。なお、バーコードリーダを用いて仕入登録を行う

場合は、バーコードスキャンによりパッケージを一意に特定できますので、パッケージを個別に入力する必要は

ありません。

バーコードリーダを用いない場合は、以下の手順でパッケージの入力を行います。

該当の医薬品パッケージが未登録の場合
 

パッケージ選択用のセレクトボックスから「新規登録...」を選択します。医薬品パッケージ登録モーダルが表示
され、選択済みの医薬品の情報が表示されます。

ロット

パッケージ



以下の表に従い入力し「パッケージ登録」ボタンをクリックします。登録完了すると登録したパッケージが選択

状態になります。バーコードリーダを用いない場合は、総量数のみの入力でも問題ありません。

項目 説明

バーコード パッケージのバーコードを入力します

総量数 パッケージに含まれる医薬品の数量を指定します

パッケージ名 パッケージ識別用の情報です

梱包/包装情報 パッケージに含まれる医薬品の数量／包装形態を入力します

該当の医薬品パッケージが登録済みの場合
 

パッケージ選択用のセレクトボックスから該当のパッケージを選択します。パッケージを選択すると、前回仕入

時の仕入単価が「単価」入力欄にセットされます。

仕入登録する医薬品を格納する倉庫をセレクトボックより指定します。医院設定の「入庫倉庫選択」の設定によ

りデフォルトで倉庫が選択されます。

仕入登録する医薬品パッケージの数量を入力します。仕入数を入力すると、自動的に総数が計算されます(医薬
品パッケージの総量数×仕入数が総数になります)。

医薬品パッケージの単価を入力します。単価を入力すると、自動的に合計金額(仕入数×単価)が表示されます。
税抜き/税込みの区分は、仕入先ごとの設定にしたがってデフォルトで選択されます。以前に仕入登録を行った
医薬品パッケージの場合、自動的に前回の単価がセットされます。

医薬品～単価を入力し、「明細追加」ボタンをクリックすると、仕入明細として１行追加されます。

倉庫

仕入数

単価

明細追加



他に仕入登録すべき医薬品がある場合は、同じ要領で医薬品～単価を入力し「明細追加」ボタンをクリックしま

す。なお、仕入明細の追加を行った段階では、入力したデータは保存されていませんのでご注意ください。

追加済みの仕入明細の内容の修正を行う場合は「訂正」リンクをクリックします。仕入明細の内容が入力フォー

ムに反映されますので、適宜変更を行った上で「訂正する」ボタンをクリックします。追加済みの仕入明細を削

除する場合は「削除」リンクをクリックします。

仕入明細の入力完了後、「登録する」ボタンをクリックすることで入力内容が保存され、仕入一覧に仕入データ

が追加されます。入力内容を変更する場合は「編集」リンクより、仕入登録画面に遷移することができます。

仕入登録により医薬品の在庫が追加されたことを確認するには、メニューより「在庫」をクリックします。

在庫確認



現在、登録されている在庫の一覧が表示されます。必要に応じて、倉庫、医薬品で絞り込んで表示することもで

きます。また、現在の在庫数だけでなく仕入による在庫変動を確認するには「入出庫履歴」タブをクリックしま

す。

在庫数の変動(仕入、出庫、在庫調整、等)を履歴として確認することができます。

仕入登録により医薬品、および医薬品パッケージの登録が自動的に行われます。登録状況を確認するにはメニュ

ーより「医薬品マスタ」をクリックします。

医薬品登録状況の確認



仕入登録を行った医薬品が登録済み一覧に表示されます。内容を確認するには「変更する」リンクをクリックし

ます。

医薬品の情報が表示されます。「基本情報」として医薬品マスタの情報が表示されます。「登録情報」には以下

の内容が入力可能です。必要に応じて登録してください。

項目 説明

短縮名 医薬品の検索や表示などに使う別名です(注1)

発注点 医院内に保持しておきたい在庫数を入力します(注2)

コメント 任意のテキスト情報を格納するコメント欄です

自動出庫 処方一括出庫により該当の医薬品の出庫を許可するかどうかを指定します(注3)

注記)

1. 類似の名称の医薬品がある場合、ユニークな短縮名をつけることで検索が簡単になります

2. 発注点を入力しておくことで、医薬品の発注タイミングの把握に役立ちます



3. 自動出庫「しない」に設定した医薬品を処方一括出庫しようとするとエラーとなります

医薬品パッケージの登録情報を確認するには「医薬品パッケージ登録」タブをクリックします。

仕入登録時に登録した医薬品パッケージが表示されます。自分で登録したパッケージ以外に総量数に「バラ」と

表示されたパッケージが表示されます。これは総量数が1のパッケージになります。

バーコードリーダを用いて仕入登録を行っている場合はバーコードの情報も合わせて表示されます。通常、バー

コードスキャンするコードは「GS1コード」と呼ばれるコードですが、この画面では「JANコード」として表示
されます(GS1コードとJANコードには互換性があるためJANコードに変換した値が表示されます)。

なお、登録済みの医薬品パッケージの内容を訂正するには「訂正」リンクをクリックします。医薬品パッケージ

の入力欄に値が反映されますので、適宜修正して「登録する」ボタンをクリックします。

仕入登録を行わずに医薬品パッケージの情報のみを登録したい場合は、この画面から医薬品パッケージの登録を

行うことができます。また、医薬品パッケージを削除したい場合は「削除」リンクをクリックすることで削除す

ることができます。

医薬品パッケージの一覧に「主利用」というラジオボタンがあります。主利用とは、医薬品の仕入や発注時にあ

る医薬品を指定した場合に、デフォルトで選択される医薬品パッケージを表します。バーコードリーダを用いる

場合は、医薬品パッケージが特定されるため「主利用」の設定は必要ありません。

医薬品パッケージの仕入単価の登録状況を確認するには、該当の医薬品パッケージの「仕入先設定」リンクをク

リックします。



パッケージ仕入先一覧に仕入登録時に入力した単価の情報が表示されます。単価は仕入先別に登録することがで

きます。

「主仕入先」のラジオボタンは、該当の医薬品パッケージの仕入先として、どの仕入先をデフォルトとするかを

設定します。具体的には発注画面において医薬品パッケージを指定した際に、主仕入先に指定されている仕入先

がデフォルトで選択状態となります。「主仕入先」は最後に仕入・発注した仕入先が自動的に設定されますの

で、この画面で変更する必要はありません。

医薬品の登録状況の確認は以上となります。

薬剤在庫管理システムでは、日レセから処方情報(=診療行為情報)を取り込み処方された数量だけ出庫する「処
方出庫」と、任意の数量を画面から入力して出庫する「手動出庫」の２通りの出庫方法があります。

処方出庫を行うには、日レセとの接続設定が完了していることが前提となります。

日レセから取り込んだ処方情報を確認するにはメニューより「出庫」をクリックします。

出庫

処方出庫



日レセより取り込んだ処方の一覧が表示されます。使用区分、医薬品で絞り込むことができます。処方された医

薬品の出庫を行うには、出庫対象の処方に選択チェックをつけて「一括自動出庫」ボタンをクリックします。

出庫処理が完了すると、処方された数量だけ在庫数が減算され、未出庫処方一覧から該当の処方が削除されま

す。なお、出庫処理を行った処方に対して日レセで処方数の変更を行った場合、薬剤在庫管理システム上の出庫

数には反映されません。その場合は手動出庫や在庫調整により在庫数の調整を行ってください。

「一括自動出庫」により出庫処理する場合は、出庫するロット、倉庫、数量は自動的に決まります。個別に指定

したい場合は「個別出庫登録」リンクをクリックします。

自動出庫の場合の挙動は以下になります。必要であれば値を変更して「登録する」ボタンをクリックしてくださ

い。

項目名 自動出庫の場合の挙動

ロット もっとも使用期限が近いロットから優先して出庫されます(注1)

倉庫 該当の医薬品の在庫がある倉庫から出庫されます(注2)

出庫数 処方された数量が出庫されます

注記)



1. 「自動選択」を選択すると、使用期限の近いロットから順に出庫処理されます。なお、ロット単位で在庫
管理しない医院や、製造番号を持たない医薬品の場合も「自動選択」を指定しておいてください。

2. 該当の医薬品の在庫が複数の倉庫にある場合、診療科ごとに設定された出庫優先順位に従って決定されま
す。診療科ごとの出庫優先順位の設定がない場合は、倉庫自体の優先順位に従って決定されます。

処方一覧に「出庫処理する必要のない処方(例えば、すでに出庫処理済みの処方であったり、在庫管理していな
い医薬品の処方など)」が表示される場合があります。こういった処方が表示されている場合、該当の処方の選
択チェックをつけて「非表示設定」ボタンをクリックすることで、未出庫処方一覧に表示しないように設定でき

ます。

非表示設定にした処方を確認するには、表示対象として「非表示設定された処方のみ」を選択して「検索する」

ボタンをクリックすると、現在、非表示設定になっている処方が一覧表示されます。

日レセからの処方の取込は２分毎に自動で行われます。２分毎の定期実行を待たずに取込処理を開始したい場合

は「処方取込」ボタンをクリックします。

処方取込(確認)画面が表示されます。いつ以降の処方を取り込むかを日付で指定することができます。１ヶ月以
内の処方を取り込みを行う場合はデフォルトで表示される日付のままで問題ありません。１ヶ月以上前の処方の

取り込みを行う場合は適宜日付を変更します。なお、２分毎に自動で行われる処方取込は、直近31日分の処方
を取り込むようになっています。



「取り込む」ボタンをクリックすると取込処理が開始され、「処方取込を予約しました。しばらく経ってから画

面を再読み込みしてください。」というメッセージが表示されます。

処方取込処理には1～5分程度かかります(所要時間は処方の件数により前後します)ので、適当なタイミングで画
面を再読み込みしてください。取込処理が完了すると未出庫処方一覧に取り込んだ処方が反映されます。

処理が完了しているにもかかわらず日レセで入力した処方(=診療行為)が反映されない場合、何らかの理由で取
込エラーとなっている可能性があります。取込状況を確認するには「処方取込」ボタンをクリックし、処方取込

(確認)画面にて「取込履歴」ボタンをクリックします。

処方取込の実行履歴が表示されます。日レセで登録した処方が薬剤在庫管理システムに反映されていない場合、

「接続エラー等により処理自体が異常終了している場合」と「処理自体は正常終了しているが、該当の処方につ

いて取込エラーとなっている場合」が考えられます。
 

前者の場合は、実行履歴の処理結果が「成功」以外の表示になっています。後者の場合は、取込失敗データとし

て表示されます。取込失敗データを確認するには、実行履歴の「取込データ確認」リンクをクリックします。



取込失敗となった処方データの一覧が表示されます。エラー内容欄にそれぞれ取込失敗となった原因が表示され

ます。

処方とは関係なく出庫処理を行うにはメニューより「出庫」をクリックし、処方画面の「出庫一覧」タブをクリ

ックします。

処方出庫・手動出庫の療法を含めた出庫の履歴が表示されます。出庫処理を行うには「新規出庫登録」ボタンを

クリックします。

手動出庫



出庫登録画面が表示されます。以下の表に従って情報を入力し「登録する」ボタンをクリックします。

項目名 説明

医薬品 出庫処理する医薬品を指定します(注1)

ロット 該当する医薬品のロットを選択します(注2)

倉庫 医薬品を出庫する倉庫を指定します

出庫数 出庫する数量を指定します

注記)

1. 医薬品名・短縮名のキーワード検索や、バーコードによる指定ができます。製造番号を含むバーコードを
スキャンした場合、ロットも自動で選択されます

2. 「自動選択」を選択すると、使用期限の近いロットから順に出庫処理されます。なお、ロット単位で在庫
管理しない医院や、製造番号を持たない医薬品の場合も「自動選択」を指定しておいてください。

出庫処理が完了すると、出庫一覧に登録した内容が追加されます。登録した内容を変更したい場合は「訂正」リ

ンクをクリックします。



出庫登録した内容が表示され、倉庫・出庫数を修正することができます。医薬品・ロットについては変更できま

せんので、訂正する必要がある場合は出庫数をゼロにすることで出庫を取り消し、別途、出庫登録を行ってくだ

さい。

同様に、出庫処理の削除はできませんので、間違って出庫登録してしまった場合は出庫数をゼロに訂正してくだ

さい。

医薬品マスタに含まれない薬剤(=独自薬剤)の処方出庫を行うための手順を説明します。

薬剤在庫管理システムでは、独自薬剤についても通常の薬剤と同様に日レセから処方情報の取り込みを行います

が、デフォルトでは処方一覧に処方を表示しません。これは、日レセで登録された診療行為が独自薬剤の処方な

のか、その他機材・行為なのか(=薬剤ではない)の区別がつかないためです。連携された診療行為を、剤在庫管
理システムで独自薬剤として扱うためには、連携された診療行為(=処方)の独自薬剤を医薬品登録する必要があ
ります。

独自薬剤の診療行為が連携されると、まず「未登録薬剤処方」タブに表示されます。

「未登録薬剤」欄に連携された独自薬剤が表示され、「未登録薬剤の処方」欄にそれら独自薬剤の処方が表示さ

れます。処方を取り込みたい独自薬剤を選択し「医薬品登録」ボタンをクリックします。

独自薬剤の処方出庫



確認ダイアログで「登録する」をクリックすると、選択した独自薬剤が医薬品登録され、処方一覧に独自薬剤の

処方が表示されます。一度、医薬品登録した独自薬剤については、今後は自動的に処方一覧に取り込まれます。

「未登録薬剤処方」タブに表示された未登録薬剤を、薬剤在庫管理システムで取り扱わない場合は、除外リスト

に登録します。除外リストに登録するには、未登録薬剤を選択し「除外リストに登録」ボタンをクリックしま

す。

確認ダイアログで「除外リストに登録」をクリックすると、選択した未登録薬剤が除外リストに登録され、未登

録薬剤処方タブから消えます。除外リストに登録された薬剤は、今後、「未登録薬剤処方」タブにも表示されな

くなります。除外リストの登録内容は「除外リスト参照」ボタンより確認することができます。

未登録薬剤処方タブに表示される未登録薬剤が存在する場合、タブの右隅に赤い数字でその件数を表示します。

この数字が表示されているときには、該当の未登録薬剤の医薬品登録、または除外リストへの登録を行ってくだ

さい。

目次にもどる
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薬剤在庫管理システムにおける在庫管理業務(在庫調整、倉庫移動)について説明します。倉庫移動は複数の倉庫
で運用していることが前提となります。

在庫調整とは、仕入・出庫以外の理由により在庫数を変動があった場合に利用します。例えば、廃棄により在庫

数を減らしたい場合などがあります。

在庫調整を行うにはまず、在庫一覧を確認します。メニューより「在庫」をクリックします。

各医薬品の在庫数が表示されます。在庫数を調整したい医薬品の「在庫調整」リンクをクリックします。対象の

医薬品名、またはバーコードを入力し「検索する」ボタンをクリックすることで該当の医薬品を簡単に見つける

ことができます。

在庫調整画面が表示されます。以下の表に従って内容を入力し「登録する」ボタンをクリックします。

在庫調整・倉庫移動

在庫調整



項目名 説明

在庫調整種別 廃棄・紛失・充当・その他増・その他減 から選択します(注1)

修正数 在庫調整後の在庫数を入力します。右側に増減した数量が自動で表示されます

備考 在庫調整の事由等を任意で入力します

注記)

1. 廃棄・紛失・その他減 は現在の在庫数から減る場合に指定します。充当・その他増 は現在の在庫数から増
える場合に指定します。

在庫調整の登録が完了すると在庫一覧画面に遷移します。在庫数が入力した数になっていることが確認できま

す。

「入出庫履歴」タブをクリックすると、在庫調整の履歴(入出庫区分が入力した在庫調整区分になっている履歴)
が追加されていることが確認できます。

倉庫移動



倉庫移動とは、複数の倉庫で運用している場合にある倉庫から別の倉庫に在庫を移動することです。倉庫移動を

行うにはまず、在庫一覧を確認します。メニューより「在庫」をクリックします。

各医薬品の在庫数が表示されます。倉庫移動したい医薬品の「倉庫移動」リンクをクリックします。対象の医薬

品名、またはバーコードを入力し「検索する」ボタンをクリックすることで該当の医薬品を簡単に見つけること

ができます。

倉庫移動画面が表示されます。以下の表に従って内容を入力し「登録する」ボタンをクリックします。

項目名 説明

移動先 移動先の倉庫を選択します(注1)

移動数 移動する在庫数を指定します

注記)

1. 移動先倉庫を選択すると、移動先現在庫数の欄に移動先倉庫にある該当の医薬品の現在の在庫数が表示さ
れます。

倉庫移動の登録が完了すると在庫一覧画面に遷移し、それぞれの倉庫の在庫数が移動後の数になっていることが

確認できます。



また在庫調整と同様に「入出庫履歴」タブをクリックすると、在庫調整の履歴(入出庫区分が倉庫移動(増)、倉庫
移動(減)になっている履歴)が追加されていることが確認できます。

目次にもどる
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薬剤在庫管理システムでは、医薬品の発注情報を管理することができます。その手順について説明します。

薬剤在庫管理システムでは、事前に医院内に保持しておきたい在庫数を入力しておくことで、発注が必要な医薬

品を検知することができます。保持しておきたい在庫数の入力については医薬品マスタ設定画面で行います。詳

細は「5章 仕入・出庫」を参照ください。

発注候補となる医薬品を確認するにはメニューより「発注」をクリックします。

医薬品に発注点が設定されていて、かつ、該当の医薬品の在庫数が発注点に近い場合（またはすでに下回ってい

る場合）、発注候補として表示されます。在庫数が発注点にどのくらい近づいたタイミングで発注候補として表

示するかは、医院設定の発注候補閾値で指定します。詳細は「2章 初期セットアップ」を参照ください。

発注候補の一覧では、発注点に対して在庫数が割合が少ないもの医薬品ほど上に表示されます。

医薬品の発注登録を行うには、発注候補として表示された医薬品の「この医薬品を選択」リンクをクリックしま

す。発注候補に表示されていない医薬品の発注登録を行うには発注入力欄の医薬品のテキストボックスにて医薬

品を指定します（バーコードで医薬品を指定することもできます）。

発注管理

発注候補の確認

発注登録



発注入力欄に該当の医薬品の情報が反映されます。発注先、パッケージ、金額については以前に登録した内容が

デフォルトで選択されます。

項目 設定される値

パッケージ 該当の医薬品の医薬品パッケージの一覧で主利用となっているパッケージ

発注先 主利用となっている医薬品パッケージの仕入先一覧にて主仕入先となっている仕入先

金額 主仕入先となっている仕入先の単価

必要に応じてデフォルトの選択内容から変更した上で、発注数を入力します。「発注登録」ボタンをクリックす

ると発注登録完了となります。

発注登録を行うと発注候補の一覧から該当の医薬品が消えます。これは発注候補の抽出において、発注数を在庫

数に加算した上で、発注点との比較を行っているためです。

登録した発注の内容を訂正するには「発注履歴」タブをクリックします。登録済みの発注の一覧が表示されま

す。

なお、この一覧に表示される「発注残」とは、該当の発注の発注数のうち仕入登録がされていない数量を表して

います。すなわち初期状態では総数と発注残は等しく、また該当の発注に対する仕入登録が完了するとゼロとな

ります。

発注訂正



訂正したい発注の「訂正」リンクをクリックします。

登録済みの発注の内容が表示されます。訂正が必要な項目を修正し「登録する」ボタンをクリックすると訂正が

完了となります。なお、発注登録の削除はできませんので取り消しを行うには、発注数をゼロに訂正してくださ

い。

目次にもどる

file:///Users/ketanaka/vagrants/vm.orcastock/project/orca-stock/docs/manual/html/00_index.html


薬剤在庫管理システムでは、棚卸機能を使って実在の在庫数をシステム上の在庫数に一括反映することができま

す。その手順について説明します。

棚卸を行うには、まずその時点の在庫の一覧表を作成します。メニューより「棚卸」クリックします。

「新規棚卸」をクリックします。

棚卸開始画面が表示されます。以下の表に従って棚卸の実施内容を入力し「続いて数量入力」ボタンをクリック

します。この操作により棚卸開始となり、この時点の在庫数が棚卸前の在庫数として記録されます。

項目名 説明

実施日 棚卸の実施日を入力します(注1)

棚卸

棚卸開始



項目名 説明

実施単位 医薬品単位・ロット単位のいずれかを指定します(注2)

倉庫 倉庫ごとに棚卸を実施する場合、対象の倉庫を指定します(注3)

使用区分 特定の使用区分の医薬品のみ棚卸を実施する場合、使用区分を指定します

注記)

1. 棚卸登録が完了するとここで入力した日付の、翌日の0時時点の在庫として在庫数が反映されます。もし、
棚卸開始後～翌日0時までの間に在庫変動(仕入、出庫等)があった場合は、その在庫変動を反映した後の在
庫数を「実在庫数」として指定する必要があります。

2. 医院の設定の在庫管理単位が初期値として設定されます。基本的に初期値のままで問題ありません。

3. 全倉庫の棚卸をまとめて行う場合は「すべて」を指定します。「すべて」を指定した場合であったも、実
在庫数の入力は倉庫ごとに行う必要があります。

棚卸を開始すると棚卸登録画面が表示されます。

棚卸開始によりその時点のシステム上の在庫数(=理論在庫)を記録した一覧が作成されます。この一覧のすべて
の医薬品に対して、実際の在庫数を登録していきます。

棚卸登録の入力方法は「棚卸登録画面からの入力」「CSVファイルによる一括入力」の２通りがあります。

棚卸登録画面の在庫の一覧上で実在庫を入力します。入力すると理論在庫と実在庫の差異を計算して表示しま

す。一覧にない医薬品の在庫が実在する場合は「医薬品を追加」ボタンをクリックします。

棚卸登録

棚卸登録画面からの入力



医薬品の追加ダイアログが表示されますので、医薬品を特定した上で実在庫を入力します。「追加する」ボタン

をクリックすると一覧の末尾に追加されます。

実在庫を入力するにあたり、薬剤在庫管理システムに直接入力するのではなく、薬剤在庫管理システムから

CSVファイルとしてエクスポートし、それをExcel等のソフトで編集した上で、薬剤在庫管理システムにインポ
ートすることができます。

CSVファイルとしてエクスポートするには棚卸登録画面より「CSV出力」ボタンをクリックします。以下の形
式でCSVファイルが出力されます。

列No 項目名 説明

1 行番号 CSVファイルの行番号(1からの連番)です

2 レセ電コード 医薬品のレセ電コードです

3 短縮名 医薬品の短縮名です。未登録の場合は空です

4 医薬品名 医薬品名称です

5 倉庫名 在庫を格納する倉庫です。対象倉庫が「すべて」の場合のみ出力されます(注1)

6 ロットNo 医薬品のロットです。実施単位がロットの場合のみ出力されます(注1)

7 使用期限 医薬品の使用期限です。実施単位がロットの場合のみ出力されます(注1)

8 理論在庫 システム上の在庫数です

9 実在庫 実際の在庫数を記入するための列です。内容は空です

10 差異 差異を記入するための列です。内容は空です

注記)

1. 出力されない場合は列ごと省略されます。

在庫数を入力する際は、出力したCSVファイルのフォーマットは変更せず「実在庫」の列にそれぞれの在庫数
を入力していきます。もし、CSVファイル中にない医薬品の在庫が実在する場合は行を追加します。行を追加す

CSVファイルによる一括入力



る際は、最低限以下を列を入力する必要があります。

レセ電コード

倉庫名(倉庫名の列がある場合のみ必須)

ロットNo(ロットNoの列がある場合のみ必須)

使用期限(使用期限の列がある場合のみ必須)

実在庫

CSVファイルへの入力が完了したら「CSVアップロード」ボタンをクリックし、CSVファイルを薬剤在庫管理
システムにインポートします。インポートが完了すると棚卸登録画面に実在庫が反映されます。

すべての医薬品の実在庫の入力が完了したら「この内容で登録完了」ボタンをクリックします。棚卸完了とな

り、在庫反映日時に表示された時点の在庫数としてシステムに反映されます。なお、棚卸完了となった後で棚卸

の内容を修正することはできません。

登録の途中に保存したい場合は「一時保存」ボタンをクリックします。入力内容が保存され、棚卸画面に戻りま

す。棚卸登録を再開するときは「編集」リンクをクリックしてください。

目次にもどる
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薬剤在庫管理システムで出力できる帳票について説明します。

薬剤在庫管理システムから出力した帳票を印刷する方法を説明します。印刷方法はすべての帳票で共通です。以

下、例として在庫一覧表を用いて説明します。

まず該当の帳票出力画面を表示します。

「印刷する」ボタンをクリックすると、確認ダイアログが表示されます。

「印刷画面を開く」をクリックすると、ブラウザの別タブに帳票出力内容が表示されます。

帳票出力

帳票の印刷方法



表示された内容をプリンタに出力するにはブラウザの印刷機能を使用します。用紙サイズは印刷時に変更可能で

すが、薬剤在庫管理システムでは「A4横」を想定した印刷レイアウトとしています。

ただし、利用する環境・プリンタによっては、印刷データの改ページ位置が実際に出力されるページとずれる場

合があります。その場合は確認ダイアログの「印刷オプション」リンクをクリックし、1ページに含まれる行数
を調整してください。

在庫集計一覧表は、現在システムに登録されている在庫情報の一覧です。集計単位として、使用区分・医薬品・

ロットを指定できます。使用区分を指定した場合は、医薬品・ロットを区別せず使用区分単位で集計・表示しま

す。医薬品を指定した場合は、ロットを区別せず医薬品単位で集計・表示します。

検索条件としては、倉庫、使用区分、医薬品を指定することができます。

棚卸一覧表は、棚卸実施時点の理論在庫と実在庫の差異を確認することができます。期間を指定して抽出するた

め複数回にわけて実施した棚卸結果をまとめて確認することができます。表示単位として、使用区分・医薬品・

在庫集計一覧表

棚卸一覧表



ロットを指定できます。使用区分を指定した場合は、医薬品・ロットを区別せず使用区分単位で集計・表示しま

す。医薬品を指定した場合は、ロットを区別せず医薬品単位で集計・表示します。

検索条件としては、対象期間、倉庫を指定することができます。

入出庫履歴一覧表は、指定した期間内の在庫の変動履歴(仕入・出庫・在庫調整・等)を履歴形式で表示します。
表示方法として医薬品単位集計を選択すると、指定した期間内の在庫の変動数を医薬品単位で集計して表示しま

す。

検索条件としては、対象期間、倉庫、使用区分、医薬品を指定することができます。

発注候補一覧表は、現在、発注候補となっている医薬品の一覧です。発注候補の抽出方法については「7章 発注
管理」を参照ください。

検索条件としては、使用区分を指定することができます。

入出庫履歴一覧表

発注候補一覧表



発注書一覧表は、指定した期間内に登録した発注を履歴形式で表示します。表示単位として医薬品単位を選択す

ると、指定した期間内の発注数を医薬品単位で集計して表示します。

検索条件としては、対象期間、発注先、使用区分、医薬品を指定することができます。

仕入伝票一覧表は、指定した期間内に仕入登録した仕入明細を一覧表示します。表示単位として仕入先単位を選

択すると、指定した期間内の仕入数・金額を仕入先単位で集計して表示します。

検索条件としては、対象期間、仕入先、倉庫を指定することができます。

発注書一覧表

仕入伝票一覧表



出庫履歴一覧表は、指定した期間内の出庫登録を履歴表示します。処方出庫、手動出庫の両方が対象になりま

す。処方出庫の場合は、処方日が出庫日時となります(出庫登録を行った日時ではありません)。

検索条件としては、対象期間、倉庫、使用区分、医薬品を指定することができます。

デッドストック一覧表は、医院内に在庫があり、かつ一定期間以上出庫が行われていない医薬品を抽出し、その

在庫数・金額を表示します。デッドストックとみなす期間の設定は医院設定で行うことができ、デフォルトは６

ヶ月です。

検索条件としては、仕入先、使用区分を指定することができます。

出庫履歴一覧表

デッドストック一覧表



薬剤変換一覧表は、現在登録されている薬剤変換設定の一覧です。

検索条件としては、使用区分を指定することができます。

倉庫マスタ一覧表は、現在登録されている倉庫の一覧です。

薬剤変換一覧表

倉庫マスタ一覧表



仕入先マスタ一覧表は、現在登録されている仕入先の一覧です。

医薬品マスタ一覧表は、現在医薬品登録されている医薬品の一覧です。

検索条件としては、仕入先、使用区分を指定することができます。

仕入先マスタ一覧表

医薬品マスタ一覧表



差益高一覧表は、指定した年月に出庫した医薬品の差益高を確認することができます。差益とは薬価と納入価の

差額を表し、差益高とは差益に使用量を乗じた額になります。使用量とは出庫数になります。表示単位として使

用区分単位を選択すると、使用区分ごとに使用高を集計して表示します。

検索条件として、集計年月、使用区分を指定することができます。集計年月は、現在日付から過去18ヶ月の間で
指定することができます。

目次にもどる
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薬剤在庫管理システムに関するよくあるお問い合わせをまとめます。

薬剤在庫管理システムでは医薬品のレセ電コードを変更することはできません。 以下の操作により、別の医薬
品の在庫として登録しなおしてください。 なお前提として、新しいレセ電コードの医薬品は、すでに医薬品マ
スタに登録されているものとします。

1. 該当の医薬品の、現在の在庫数を確認します。

2. 新しいレセ電コードの医薬品の仕入登録を行います。仕入数は1.にて調べた現在の在庫数とします。

3. 在庫調整機能を用いて旧レセ電コードの医薬品の在庫数をゼロに変更します。

目次にもどる

FAQ

制度改正によりレセ電コードが変更になった場合、どのような操作が必要になります

か？
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薬剤在庫管理システムが利用する日レセAPIについて説明します。
 

各API実行時にはBasic認証による認証を行います。

POST /orca51/stock1v2

{ 

  "stock1v2req": { 

    "Request_Number": "01", 

    "Karte_Uid": "AAAAA", 

    "Orca_Uid": "3f01b509­c861­4755­9031­c5fe40be4eed", 

    "Base_Date": "2018­01­01" 

  } 

}

{ 

  "stock1v2res": { 

    "Request_Number": "01", 

    "Response_Number": "02", 

    "Karte_Uid": "AAAAA", 

    "Orca_Uid": "3f01b509­c861­4755­9031­c5fe40be4eed", 

    "Information_Date": "2018­01­01", 

    "Information_Time": "00:00:00", 

    "Api_Result": "000", 

    "Api_Result_Message": "処理実施終了", 

    "Reskey": "Stock Info", 

    "Base_Date": "2018­01­01", 

    "InOut": "O", 

    "Data_Id_Information": [{"Data_Id":"225daad5­9e83­4d29­b238­abc1ad095cfb"}] 

  } 

}

エラーメッセージ 原因 対応

xxx へのアクセスで例外が
発生しました。

日レセAPIが無
効化されている

or 接続設定不備

インストールの日レセと連携するための有効化設定、

および初期セットアップの日レセ接続設定作業を実施

付録

日レセAPI

処方取込依頼(Request_Number=01)

Request URI

Request Body

Response

主なエラーと対応

file:///Users/ketanaka/vagrants/vm.orcastock/project/orca-stock/docs/manual/html/01_install.html
file:///Users/ketanaka/vagrants/vm.orcastock/project/orca-stock/docs/manual/html/02_system_setup.html


エラーメッセージ 原因 対応

処方取込中のため、処理を

中止しました。

他の処方取込処

理を実行中

日レセで「52 月次統計 > 情報削除」を実行し、異常終
了したバッチ処理を削除

POST /orca51/stock1v2

{ 

  "stock1v2req":{ 

    "Request_Number":"02", 

    "Karte_Uid":"AAAAA", 

    "Orca_Uid":"3f01b509­c861­4755­9031­c5fe40be4eed", 

    "Base_Date":"2018­01­01" 

  } 

}

{ 

  "stock1v2res": { 

    "Request_Number": "02", 

    "Response_Number": "02", 

    "Karte_Uid": "AAAAA", 

    "Orca_Uid": "3f01b509­c861­4755­9031­c5fe40be4eed", 

    "Information_Date": "2018­01­01", 

    "Information_Time": "00:00:10", 

    "Api_Result": "000", 

    "Api_Result_Message": "処理確認終了", 

    "Reskey": "Stock Info", 

    "Base_Date": "2018­01­01", 

    "InOut": "O", 

    "Output_Count": "0000000002" 

  } 

}

エラーメッセージ 原因 対応

処方取込中のため、処理を

中止しました。

他の処方取込処

理を実行中

日レセで「52 月次統計 > 情報削除」を実行し、異常
終了したバッチ処理を削除

処方取込確認(Request_Number=02)

Request URI

Request Body

Response

主なエラーと対応

処方取込(大容量API)

Request URI



POST /blobapi/:Orca_Uid

:Orca_Uid には、処方取込確認(Request_Number=02)のレスポンスで取得した Orca_Uid を指定する

なし

<?xml version='1.0' encoding='UTF­8'?> 

<xmlio2> 

  <stock1 type='array'> 

    <stock1_child type='record'> 

      <Invoice_Number type='string'>0000001</Invoice_Number> 

      <Perform_Date type='string'>2018­10­31</Perform_Date> 

      <Department_Code type='string'>01</Department_Code> 

      <Department_Name type='string'>内科</Department_Name> 

      <Medication_info type='array'> 

        <Medication_info_child type='record'> 

          <Medication_Code type='string'>622073101</Medication_Code> 

          <Medication_Name type='string'>ヒアルロン酸ナトリウム点眼液０．１％「ニッテン」  ５ｍＬ<

          <Medication_KanaName type='string'>ﾋｱﾙﾛﾝｻﾝﾅﾄﾘｳﾑﾃﾝｶﾞﾝｴｷ0</Medication_KanaName> 

          <Medication_Number type='string'>15</Medication_Number> 

          <Unit_Price type='string'>184.7</Unit_Price> 

          <Unit_Code type='string'>019</Unit_Code> 

          <Unit_Code_Name type='string'>瓶</Unit_Code_Name> 

        </Medication_info_child> 

        <Medication_info_child type='record'> 

          <Medication_Code type='string'>616140104</Medication_Code> 

          <Medication_Name type='string'>クラリス錠５０小児用  ５０ｍｇ</Medication_Name> 

          <Medication_KanaName type='string'>ｸﾗﾘｽｼﾞｮｳ50ｼｮｳﾆﾖｳ</Medication_KanaName> 

          <Medication_Number type='string'>50</Medication_Number> 

          <Unit_Price type='string'>54.9</Unit_Price> 

          <Unit_Code type='string'>016</Unit_Code> 

          <Unit_Code_Name type='string'>錠</Unit_Code_Name> 

        </Medication_info_child> 

        <Medication_info_child type='record'> 

          <Medication_Code type='string'>620002624</Medication_Code> 

          <Medication_Name type='string'>点眼・点鼻用リンデロンＡ液</Medication_Name> 

          <Medication_KanaName type='string'>ﾃﾝｶﾞﾝﾃﾝﾋﾞﾖｳﾘﾝﾃﾞﾛﾝAｴｷ</Medication_KanaName> 

          <Medication_Number type='string'>15</Medication_Number> 

          <Unit_Price type='string'>80.9</Unit_Price> 

          <Unit_Code type='string'>036</Unit_Code> 

          <Unit_Code_Name type='string'>ｍＬ</Unit_Code_Name> 

        </Medication_info_child> 

      </Medication_info> 

    </stock1_child> 

    <stock1_child type='record'> 

      <Invoice_Number type='string'>0000002</Invoice_Number> 

      <Perform_Date type='string'>2018­10­31</Perform_Date> 

      <Department_Code type='string'>01</Department_Code> 

      <Department_Name type='string'>内科</Department_Name> 

      <Medication_info type='array'> 

        <Medication_info_child type='record'> 

          <Medication_Code type='string'>622073101</Medication_Code> 

          <Medication_Name type='string'>ヒアルロン酸ナトリウム点眼液０．１％「ニッテン」  ５ｍＬ<

Request Body

Response



特になし

目次にもどる

          <Medication_KanaName type='string'>ﾋｱﾙﾛﾝｻﾝﾅﾄﾘｳﾑﾃﾝｶﾞﾝｴｷ0</Medication_KanaName> 

          <Medication_Number type='string'>8</Medication_Number> 

          <Unit_Price type='string'>184.7</Unit_Price> 

          <Unit_Code type='string'>011</Unit_Code> 

          <Unit_Code_Name type='string'>ｍＬ</Unit_Code_Name> 

        </Medication_info_child> 

        <Medication_info_child type='record'> 

          <Medication_Code type='string'>620002624</Medication_Code> 

          <Medication_Name type='string'>点眼・点鼻用リンデロンＡ液</Medication_Name> 

          <Medication_KanaName type='string'>ﾃﾝｶﾞﾝﾃﾝﾋﾞﾖｳﾘﾝﾃﾞﾛﾝAｴｷ</Medication_KanaName> 

          <Medication_Number type='string'>10</Medication_Number> 

          <Unit_Price type='string'>80.9</Unit_Price> 

          <Unit_Code type='string'>036</Unit_Code> 

          <Unit_Code_Name type='string'>ｍＬ</Unit_Code_Name> 

        </Medication_info_child> 

      </Medication_info> 

    </stock1_child> 

  </stock1> 

</xmlio2>

主なエラーと対応

file:///Users/ketanaka/vagrants/vm.orcastock/project/orca-stock/docs/manual/html/00_index.html

